
局 部 課

3 年度

9

10

1,354

85% 110%

1,764

達成率

令和4年度 令和5年度 令和6年度

風しん予防接種費用助成件数

【個人予防（接触予防）】

当該指標を選定した理由 被接種者数の増加がすなわち抗体保有者の増加であるため。

目標値の設定根拠・算出方法 前年度実績値を参考に設定。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 1,600 1,600 1,700

実績値

実績値 0 0

達成率 100% 100%

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

点検対象年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

風しん患者発生件数 人

目標値 0 0 0 0

当該指標を選定した理由 風しんの患者発生を防ぐことが事業目的であるため。

目標値の設定根拠・算出方法 風しんの患者発生をゼロにすることを目標とする。

人

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

【妊娠を希望する女性等が対象の事業】

　妊娠を希望する女性、その同居者、あるいは妊婦の同居者を対象に、風しんの抗体価が低い者を抽出するための抗体検査を受検者の自己負

担無く保健センターにて実施する。　また、抗体検査の結果、抗体価の低い者に対し、医療機関で実施する予防接種費用の一部を助成する。

【特定の世代の男性に対する追加的対策】

　昭和37年4月2日から昭和54年4月1日までの間に生まれた男性は、幼少期に風しんの予防接種を定期接種として公費負担で受ける機会が

なく、抗体保有率の低い世代である。

　その方々を対象に、協力医療機関等での抗体検査を全額公費負担で実施する。また、抗体検査の結果、抗体価の低い者に対しては、予防

接種費用も全額公費負担とする。事業開始当初は平成31年2月から令和4年3月31日までの時限的措置とされていたが、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大等の影響もあり受検者数が国の目標を大きく下回ったため、令和7年3月31日まで延長されることとなった。

　対象が働き盛りの世代であることをふまえ、国が公益社団法人日本医師会や国民健康保険団体連合会との調整を行い、全国の市町村、地方

医師会がそれぞれ上位組織へ委任をした上で全国知事会と日本医師会が契約を締結することで、対象者の住所地に関わらず抗体検査と予防

接種の費用を公費で負担できることとした。

　これにより、対象者は居住自治体から発行されるクーポン券を利用することで、対象の医療機関であれば全国どこでも受診できるほか、職場の健

康診断の機会に合わせて抗体検査を受けることが可能である。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 一般社団法人　堺市医師会ほか、妊娠を希望する女性等

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

・妊娠を希望する者等に対して風しん予防接種費用の助成を行うことで、妊娠初期の女性の風しんの罹患を予防し、出生児の先天性風しん症

候群の発生を防止することを目的とする。また、単に全例の費用補助を行うのではなく、接種前に風しん抗体検査を経ることにより、予防接種の必

要性の低い方への予防接種による健康被害のリスクを回避するとともに、費用助成にかかる経費の軽減を目的とする。

・抗体保有率を上げ、集団免疫を獲得することを目的として、抗体保有率の低い世代である昭和37年4月2日から昭和54年4月1日の間に生ま

れた男性を対象に、風しんの抗体検査及び風しん第5期予防接種（抗体が基準値に満たない者のみ）を実施する。

5

・妊娠を希望する女性及びその同居者、妊婦の同居者

・昭和37年4月2日から昭和54年4月1日までの間に生まれた男性101,943人（R6年5月22日現

在）

対象数 単位

ー

公民連携・協働事業

点検対象年度 令和

施策― 　―　

   ―   ターゲット

―

― 目標値

平成 26

令和6年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和5年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 風しん感染予防対策 事業番号 011-232

担当部署名 健康福祉 保健所 感染症対策

Ⅰ．基本情報

無 取組      ―     

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ―

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

―

―

無

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

ー



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

12,471

7,062

R5

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

MRワクチン購入費

単位区　　分

R6 予算

単位当たり経費

17

16

11,090

7,899

26

R6 予算 682

令和5年度

724 377

41

予算

うち

一般財源

0

66,999

66,999

決算 当初予算 決算

風しん抗体検査委託料
R5 決算 11,601 5,801 R5 決算

風しん予防接種助成金

R6 予算 7,502 3,751 R6 予算

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 27,599

当初予算

24,490

R5

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

助成する予防接種費用については、その単価がワクチンの市場価格に左右される。

令和5年度については、MRワクチンの価格が下がったため当該ワクチン助成1件あたりの経費が抑えられ、前年度と比較すると費用対効果は高まってい

る。

また、予防接種要件に抗体価の基準を設けていることで、真に必要性がある方へ費用助成を行うことができており、さらに費用対効果を高めている。

風しんの予防接種では、1回の接種でおおむね95％以上の人が抗体を獲得すると言われている。

積極的勧奨を行い、風しんの抗体検査を実施し抗体価の低い市民をワクチン接種につなげていくことで、確実に抗体保有率を上昇させることができるた

め、風しんの感染予防に直接的に寄与している。

R6 予算 6,046 3,028 R6
市民向け配付物郵送料

備考（算出についての説明等） ②は風しん予防接種費用助成にかかる委託料と助成金の合計

19

令和4年度

1,404

R5 決算 733 733 R5 決算

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

① 風しん予防接種費用助成 件

Ⅳ．事業の効率性

79
受診票等印刷製本費

R5 決算

事業費

83

R6 予算 47,732 25,146 R6 予算

R5 決算 12,076 6,244

0

341 R6 予算

R5 決算 395 198 R5 決算
その他（事務手数料等）

36,956

人件費  （ｂ） 16,400 16,400 24,300 0 0

192 99

79

年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

事

業

費

内

訳

項　　　目

予算

決算 38

4,234 4,234 R6

風しん予防接種及び第5期定期接

種委託料

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 63,949 72,899 90,715 25,118

31,474 37,910 13,142

令和6年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

5,553 6,029 5,553

市債 0 0

決算

47,549 56,499 66,415 25,118

5,947

その他

府支出金　 5,89413

項　　　目
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事務事業名

5,524

0

財

源

内

訳

国支出金 14,056 19,501 22,952

風しん感染予防対策 事業番号 011-232

令和6年度　事務事業評価シート（２）

決算

1,766


